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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 43,183 － 1,991 － 2,397 － 1,473 －

2021年３月期第３四半期 31,344 △3.2 1,974 51.6 2,091 31.3 1,359 8.1

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 813百万円（－％） 2021年３月期第３四半期 3,610百万円（96.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 180.17 －

2021年３月期第３四半期 161.36 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第３四半期 62,336 36,346 58.3 4,444.59

2021年３月期 58,764 36,484 62.1 4,461.06

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 36,344百万円 2021年３月期 36,484百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 115.00 115.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期（予想） 105.00 105.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 54,700 25.4 2,370 △9.7 2,670 △12.5 1,750 △1.6 209.12

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３
月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりませ
ん。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３
月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．配当の状況

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 9,323,074株 2021年３月期 9,323,074株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 1,145,857株 2021年３月期 1,144,747株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 8,177,847株 2021年３月期３Ｑ 8,425,597株

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）１．詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する

注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

２．期末自己株式数には、「役員向け給付信託口」が保有する当社株式（2022年３月期３Ｑ　81,200株、

2021年３月期　81,200株）が含まれております。また、「役員向け給付信託口」が保有する当社株式

を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（2022年３月期３Ｑ　81,200

株、2021年３月期３Ｑ　82,310株）。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想

に関する事項は添付資料３ページ「(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。

（決算補足説明資料の入手について）

決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しており、また、当社ホームページに掲載しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至　2021年12月31日）の連結業績は、機械・プラント事業では

引き続き厳しい事業環境が継続しているものの、物流ソリューション事業が順調に推移したことにより、売上高は

431億83百万円（前年同四半期比37.8％増）、営業利益は19億91百万円（同0.9％増）となりました。経常利益は前

年同四半期の為替差損の反動減などにより23億97百万円（同14.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は14

億73百万円（同8.4％増）となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

期首から適用したことにより、売上高は46億50百万円増加しておりますが、営業利益及び経常利益に与える影響は

ありません。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご参照ください。

セグメントの経営成績は次の通りであります。

①物流ソリューション事業

ネット通販、卸、生協、製造業向けの「マルチシャトル」を組み込んだ庫内自動化設備案件を中心に売上計上

されました。

この結果、当事業の売上高は222億48百万円（前年同四半期比11.3％増）、営業利益は19億２百万円（同17.3%

減）となりました。

なお、当第３四半期連結累計期間において収益認識に関する会計基準等の適用による影響はありません。

②機械・プラント事業

国内製油所向けメンテナンス案件を中心に売上を積み上げた結果、売上高は124億69百万円（前年同四半期比

93.9％増）となりました。なお今期は会計基準の変更により46億50百万円の売上及び同額の売上原価が加算され

ております。同影響額を除く従来基準での売上高は78億19百万円（同21.6％増）となっております。

また営業損益については、営業利益は51百万円（前年同四半期は営業損失４億18百万円）となりました。

③その他

主に、子会社それぞれの特性を生かして産業用機械や一般建築、環境分野などへの事業展開に注力した結果、

売上高は84億65百万円（前年同四半期比71.7％増）、営業利益は７億27百万円（同24.0％増）となりました。

なお、当第３四半期連結累計期間において収益認識に関する会計基準等の適用による影響はありません。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は352億68百万円となり、前連結会計年度末に比べ36億51百万

円増加しました。これは主に受取手形、売掛金及び契約資産が97億94百万円増加し、仕掛品が51億49百万円減少

したことによるものです。固定資産は270億68百万円となり、前連結会計年度末に比べ79百万円減少しました。

これは主に有形固定資産が５億71百万円、無形固定資産が１億99百万円それぞれ増加し、投資有価証券が９億43

百万円減少したことによるものです。

この結果、総資産は623億36百万円となり、前連結会計年度末に比べ35億71百万円増加しました。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は164億59百万円となり、前連結会計年度末に比べ33億72百万

円増加しました。これは主に短期借入金が45億０百万円増加し、契約負債が10億89百万円減少したことによるも

のです。固定負債は95億30百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億36百万円増加しました。これは主に退職

給付に係る負債が２億79百万円増加したことによるものです。

この結果、負債合計は259億89百万円となり、前連結会計年度末に比べ37億９百万円増加しました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は363億46百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億37百

万円減少しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益14億73百万円、剰余金の配当９億49百万円及

びその他有価証券評価差額金の減少６億39百万円によるものです。

この結果、自己資本比率は58.3％（前連結会計年度末は62.1％）となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年５月14日に公表しました業績予想数値から変更ありませ

ん。

なお、業績予想は、現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,413 6,962

受取手形、売掛金及び契約資産 13,489 23,283

リース投資資産 550 296

商品及び製品 57 28

仕掛品 6,732 1,582

原材料及び貯蔵品 2,523 2,318

その他 863 821

貸倒引当金 △13 △26

流動資産合計 31,616 35,268

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,142 4,114

機械装置及び運搬具（純額） 716 734

工具、器具及び備品（純額） 284 411

土地 10,122 10,372

建設仮勘定 356 544

その他（純額） 18 36

有形固定資産合計 15,641 16,213

無形固定資産 481 681

投資その他の資産

投資有価証券 9,909 8,966

繰延税金資産 42 167

退職給付に係る資産 452 415

その他 847 849

貸倒引当金 △227 △225

投資その他の資産合計 11,024 10,173

固定資産合計 27,147 27,068

資産合計 58,764 62,336

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,091 1,424

短期借入金 3,620 8,120

１年内返済予定の長期借入金 8 －

未払費用 3,778 3,945

未払法人税等 914 141

契約負債 2,354 1,264

賞与引当金 259 139

受注損失引当金 30 －

完成工事補償引当金 348 300

その他 681 1,122

流動負債合計 13,086 16,459

固定負債

社債 1,000 1,000

長期借入金 4,580 4,580

繰延税金負債 2,138 2,059

再評価に係る繰延税金負債 1,095 1,095

退職給付に係る負債 107 386

資産除去債務 230 310

その他 41 97

固定負債合計 9,193 9,530

負債合計 22,280 25,989

純資産の部

株主資本

資本金 18,580 18,580

資本剰余金 1,273 1,273

利益剰余金 16,148 16,672

自己株式 △2,933 △2,936

株主資本合計 33,068 33,589

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,937 3,297

繰延ヘッジ損益 9 4

土地再評価差額金 106 106

為替換算調整勘定 △833 △836

退職給付に係る調整累計額 195 182

その他の包括利益累計額合計 3,415 2,754

非支配株主持分 0 2

純資産合計 36,484 36,346

負債純資産合計 58,764 62,336
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 31,344 43,183

売上原価 24,436 35,741

売上総利益 6,908 7,442

販売費及び一般管理費 4,934 5,450

営業利益 1,974 1,991

営業外収益

受取利息 10 5

受取配当金 242 249

為替差益 － 75

スクラップ売却益 11 56

その他 65 70

営業外収益合計 329 457

営業外費用

支払利息 43 45

為替差損 147 －

その他 22 6

営業外費用合計 213 51

経常利益 2,091 2,397

特別利益

会員権売却益 － 9

その他 0 3

特別利益合計 0 12

特別損失

投資有価証券評価損 21 90

災害による損失 13 －

その他 2 0

特別損失合計 37 91

税金等調整前四半期純利益 2,054 2,318

法人税、住民税及び事業税 623 626

法人税等調整額 71 219

法人税等合計 695 845

四半期純利益 1,359 1,473

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,359 1,473

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△0 0

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,219 △639

繰延ヘッジ損益 12 △4

為替換算調整勘定 △48 △2

退職給付に係る調整額 68 △12

その他の包括利益合計 2,251 △660

四半期包括利益 3,610 813

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,610 813

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 0

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

１．収益認識に関する会計基準等の適用

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、収益の認識

について主に次の変更が生じております。

（１）工事契約に係る収益認識

従来は進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準を、その他の工事につい

ては工事完成基準を適用しておりましたが、一定の期間にわたり充足される履行義務については、履行義務

の充足に係る進捗度を見積もり、当該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識する方法に変更してお

ります。なお、進捗度を合理的に見積もることができないが、発生する費用を回収することが見込まれる場

合は、原価回収基準にて収益を認識しております。

（２）有償支給取引

有償支給取引において、従来は有償支給した支給品について消滅を認識しておりましたが、支給品を買い

戻す義務を負っている場合、当該支給品の消滅を認識しない方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,650百万円増加し、売上原価は4,650百万円増加しておりま

す。なお、利益剰余金の当期首残高に影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。また、「流動負債」に表示していた「前受金」は、第１四半期連結会計期間より「契約

負債」に含めて表示することといたしました。

２．時価の算定に関する会計基準等の適用

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への

影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

調整額 合計物流ソリュー
ション事業

機械・プラ
ント事業

計

売上高

外部顧客への売上高 19,982 6,430 26,413 4,931 － 31,344

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － 96 △96 －

計 19,982 6,430 26,413 5,028 △96 31,344

セグメント利益又は損失（△） 2,300 △418 1,881 586 △493 1,974

利益 金額（百万円）

報告セグメント計 1,881

「その他」の区分の利益 586

全社費用（注） △493

その他の調整額 －

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 1,974

（セグメント情報等）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメント毎の売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注）「その他」の区分は、環境・産業インフラ事業（建築請負、産業用設備・機器の製造・販売、アスベスト

等の調査・測定および分析）、不動産賃貸、リース業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項）

(注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない、総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメント毎の固定資産の減損損失又はのれんに関する情報

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

調整額 合計物流ソリュー
ション事業

機械・プラ
ント事業

計

売上高

外部顧客への売上高 22,248 12,469 34,718 8,465 － 43,183

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － 130 △130 －

計 22,248 12,469 34,718 8,596 △130 43,183

セグメント利益 1,902 51 1,953 727 △689 1,991

利益 金額（百万円）

報告セグメント計 1,953

「その他」の区分の利益 727

全社費用（注） △683

その他の調整額 △5

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 1,991

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメント毎の売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注）「その他」の区分は、環境・産業インフラ事業（建築請負、産業用設備・機器の製造・販売、アスベスト

等の調査・測定および分析、環境計測機器の保守管理および環境調査）、不動産賃貸、リース業等を含ん

でおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項）

(注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない、総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメント毎の固定資産の減損損失又はのれんに関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「その他」のセグメントにおいて、環境計測株式会社を子会社としたことに伴い、のれんを計上しておりま

す。当該事象によるのれんの増加額は、第１四半期連結会計期間において９百万円であります。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（会計方針の変更）

「注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおり、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　

2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したた

め、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の機械・プラント事業の売上高が4,650百

万円増加しております。

（重要な後発事象）

該当事項ありません。
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事業の種類別セグメント

前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

至　2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年12月31日）
増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

増減率
（％）

物流ソリューション事業
17,676 68.3 17,372 61.9 △304 △1.7

(548) (2.1) (20) (0.1) (△528) (△96.3)

機械・プラント事業
6,359 24.6 9,668 34.4 3,309 52.0

(861) (3.3) (669) (2.4) (△192) (△22.3)

その他
1,835 7.1 1,042 3.7 △793 △43.2

(－) (－) (－) (－) (－) (－)

合計
25,872 100.0 28,083 100.0 2,211 8.5

(1,410) (5.5) (690) (2.5) (△720) (△51.1)

事業の種類別セグメント

前連結会計年度末
（2021年３月31日）

当第３四半期連結会計期間末
（2021年12月31日）

増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

増減率
（％）

物流ソリューション事業
32,467 76.4 27,591 82.1 △4,876 △15.0

(4) (0.0) (3) (0.0) (△0) (△8.7)

機械・プラント事業
8,439 19.9 5,639 16.8 △2,800 △33.2

(519) (1.2) (451) (1.3) (△68) (△13.1)

その他
1,581 3.7 392 1.2 △1,189 △75.2

(－) (－) (－) (－) (－) (－)

合計
42,489 100.0 33,623 100.0 △8,865 △20.9

(524) (1.2) (455) (1.4) (△68) (△13.1)

３．補足情報

（１）受注及び受注残高の状況

（受注の状況）

（　）内は内数であって、海外受注高を示しております。

（受注残高の状況）

（　）内は内数であって、海外受注残高を示しております。
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